
「新しい東北」若者チャレンジ事業について
１．趣旨
復興庁の公募する「新しい東北」先導モデル事業において選定された大槌コミュニティー再生会議の取り組みの一つ。「新しい東北」若者チャレンジ事業を活用し、大槌町内で既に芽生えている先導的な取組を育て、被災地の住民や団体の発意に基づいて活動・事業を行う若者または若者を中心とした団体、もしくは大槌内で行われる若者による活動を支援することを目的とした事業を展開していく。

２．対象者
助成金の対象となる団体等は、以下に該当するものとする。
（1） 大槌町に存在し、かつ、３人以上で組織する団体であること
（2） 申請を行う活動に直接関わりのない個人や団体等１名の推薦がうけられること
（3） 活動拠点が大槌町にあることまたは、活動が主に大槌町で行われること
（4） 政治活動、宗教活動を目的としないこと
(５) 以下の事業目に一つ以上当てはまるものとすること。
　　　  ｱ）若者による地域ビジネス支援のプログラム立案に資する活動
　　　  ｲ)若者による地域コミュニティーの活性化に資する活動
　　　  ｳ)町や地域住民、既存団体等の協働的かつ継続的な関係構築に資する活動
　　　  ｴ)青少年及び次世代の育成に資する活動
　　　  ｵ)その他　大槌コミュニティー再生会議が認めた内容の活動

3.申請者の募集
１．「新しい東北」若者チャレンジ事業の希望者の募集方法は、公募とする。
２．申請は本事業期間内に2回公募機会を設ける。
　　募集〆切1期：11月20日、2期：12月20日

４．助成の対象となる経費
１．助成金額は原則として20万円を上限とする。
２．直接その事業の実施に欠くことのできない経費（企画～実施にかかる経費）とし、団体等の組織の運営や維持経費等は対象外とする。助成対象項目は別紙に記載する。

５．交付手続き等
１．一般公募の後、大槌コミュニティー再生会議で選承認し決定。
２．選考結果は、申請者には書面にて通知する。
６．事業実績報告
事業企画採択の決定を受けた団体等は、事業完了後速やかに実績報告書を提出するものとする。当該報告書を確認後、助成金額を確定し団体等に交付する。
事業報告として、以下の書類等の提出を求める。
①活動報告書
　　②活動に際して作成した広報資料及び当日配布資料等
　　③活動に際しての写真等の記録
　　④助成対象経費に対する領収書等の写し

７．事業報告会
助成を受けた団体等は、事業報告会に参加するものとする。2～3月予定。
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８．その他
　　本事業の流れ
1 申請書・事業計画書・収支予算書等の提出
↓
2 審査・通知
↓
3 事業の実施
↓
4 事業実積書・収支精算書等の報告書類提出
↓
5 事業報告会

以　上【問い合わせ】
大槌コミュニティー再生会議　事務局　元持
E-mail  
Tel /Fax　0193-55-6993 ( つどい)


